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1．はじめに 
近年，Wi-Fi パケットセンサを用いた交通流動調査が

各地で実施されている．従来は，人手によるカウント調

査で歩行者交通量を把握しているため，人員やコスト

の観点から調査時間や地点の制約が強いられることが

ある．しかし，センサ技術の発展により，24 時間 365 日

の調査も可能になってきている．本稿では Wi-Fi パケッ

トセンサに着目する．同センサを用いると，Wi-Fi 通信

が有効化された端末のプローブリクエストを取得でき

る．この安定的かつ大量のデータは，都市交通計画や観

光マーケティング等の幅広い活用が見込まれる 1)．しか

し，Wi-Fi パケットセンサは，電波の届く範囲内の端末

を検知するため，断面交通量等の特定エリアに限定し

た交通流動の把握が難しい．そのため，既存研究 2)では，

電波に指向性を持たせる上で適切な仕切りを考案して

いる．その結果，仕切りを用いた Wi-Fi パケットセンサ

（以下，「仕切り付センサ」とする．）よりデータ取得の

方向を限定できる可能性があることを明らかにしてい

る．一方，実フィールドでの交通流動への適用可能性は

明らかになっていない．これが明らかになれば，分析対

象の地域の交通流動をより正確に把握でき，多様な場

面における調査に貢献できる． 

以上より，本研究の目的は，仕切り付センサにおける

断面交通量や特定方向の滞留の観測への適用可能性の

検証とした． 

2. 研究方法 

 本研究では，まず，Wi-Fi パケットセンサの基本特性

を調査する．次に，仕切り付センサのデータ取得特性を

調査する．最後に，仕切り付センサによる断面交通量お

よび滞留の観測への適用可能性を検証する． 

3. Wi-Fi パケットセンサの基本特性調査 

Wi-Fi パケットセンサは，スマートフォン等の Wi-Fi

を搭載する端末が発するプローブリクエストを取得

し，端末から固有の MAC アドレス，その取得時間およ

び電波強度等の情報を記録する 3)．本研究の Wi-Fi パ

ケットセンサ（図-1参照）は，Raspberry Pi 3B や Micro 

SD カード等で構成し，オンボードの Wi-Fiチップを用

いている．データ取得範囲はセンサから約 50m である． 

4. 仕切り付センサのデータ取得特性の調査 

 本調査では，既存研究 2)の仕切り付センサ（図-2 参

照）を用いて，端末との距離を 1m〜6m の間で変化さ

せ，仕切り付センサのデータ取得範囲を確認した．結果

を図-3 に示す．図より，仕切り付センサを端末から 4m

以内の距離に設置した場合にデータの取得率が高いこ

とがわかった． 

5. 断面交通量及び滞留の観測への適用可能性の検証 
本調査では，仕切り付センサを用いて端末を観測し，

断面交通量および滞留の観測可否を検証した．4章の調

査結果に基づき，仕切りの開放面を観測したい断面の

方向に向け，端末から 4m の位置に仕切り付センサを設

置することとした． 
（1）断面交通量の観測への適用可能性の検証 

本実験では，断面交通量の観測への適用可能性を検

証するため，仕切り付センサ周辺を端末①から端末⑤

の 5台の端末を所持した被験者が移動し，端末のプロー
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ブリクエストの観測数と実際の通過回数とを比較し

た．結果を図-4 に示す．図より，仕切り付センサで把握

できた端末②および端末⑤の断面の通過回数は実際の

通過回数の半数以下であったことがわかった．一方，そ

れ以外の 3台の端末の通過回数は，12回中 10回以上把

握できることがわかった．以上より，仕切り付センサに

よって断面交通量を把握できる可能性があることが示

唆された． 

（2）滞留の観測への適用可能性の検証 

本実験では，滞留の観測への適用可能性を検証する

ため，2台の端末を所持した被験者が，仕切り付センサ

の開放面の方向に 10 分間滞留し，端末のプローブリク

エストの観測時間と実際の滞留とを比較した．結果を

図-5 に示す．図より，それぞれの端末で 10 分間，8 分

間の滞留が観測された．したがって，仕切り付センサの

開放面の方向に滞留する場合，プローブリクエストの

観測時間は実際の滞留と類似することがわかった．以

上より，仕切り付センサは滞留の観測に適用可能であ

ることが示唆された． 

6. おわりに 

本研究では，仕切り付センサによる断面交通量およ

び滞留の観測への適用可能性を検証した．その結果，仕

切り付センサによる断面交通量の把握には改善の余地

があるものの，一定の有用性を確認した．また，仕切り

付センサの開放面の方向における滞留の観測への適用

可能性があることを示唆した． 

今後は，仕切り付センサによる断面交通量の観測精

度を検証し，端末の機種別に異なると考えられるプ

ローブリクエストの発信間隔が断面交通量の取得率に

与える影響を調査する．また，より正確な滞留を把握す

るために仕切り付センサの設置条件を考察し，実

フィールドでの交通流動の観測に向けた仕切り付セン

サの適用可能性を検証する． 
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図-4 断面交通量の観測結果 
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